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Ⅰ. 仕様書概要説明 

 

1 目的 

独立行政法人国立高等専門学校機構（以下｢機構｣という｡）は、東京都八王子市に

所在する本部事務局（以下「本部」という。）及び全国に 51 の国立高等専門学校（以

下「高専」という。）を有し、入学者選抜においては毎年度約 20,000 人の入学志願者

を受け付けている。 

本調達の目的は、スケールメリットを活かした入学者選抜における業務の効率化を

図るため、入学者選抜及びその広報活動において、インターネット出願システム（検

定料収納代行を含む）及びイベント予約システム（以下「システム」という。）を利

用して、出願における入学志願者の利便性向上、機構職員の業務効率の向上を実現さ

せることを目的とする。 

 

2 場所 

本部及び高専（別表参照） 

 

3 契約期間 

契約締結日から令和７年（２０２５年）５月３１日まで 

ただし、システム利用期間は令和７年３月３１日までとする。令和７年４月及び５

月については後述する収納代行業務のみを想定しているため、相応の金額を見積り、

積算すること。 

 

4 対象 

高専で実施する入学者選抜及び入学志願者を対象とした説明会等イベント 

参考： 

・本科入学者選抜に出願する志願者（計 16,000 名程度（直近５年平均）、 

・専攻科入学者選抜に出願する志願者（計 3,500 名程度（直近５年平均）、 

・本科４年次編入学入学者選抜に出願する志願者（計 250 名程度（直近５年平均） 

・説明会等イベント 

※高専の上記３つの選抜区分において、複数の選抜方法があることに留意するこ

と。 

 

5 要件 

ア 提案システムの性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定については、

技術審査委員会が、請負業者から提出される技術提案書及びその他の入札説明

書で求める資料の内容を審査して行う。 

イ 請負業者に関する条件は以下のとおりとする。 

(ア) 入札時点で以下の資格を取得していること。それぞれの登録証の写しを提出でき

ること。 

・情報セキュリティマネジメントシステム（ISO/IEC27001） 

・プライバシーマーク 

また、以下の資格を取得し複数回の更新が行われている場合は、評価点を付与す

るため、それぞれ又はいずれかの登録証の写しを提出すること。 

・品質マネジメントシステム（ISO9001） 

・環境マネジメントシステム（ISO14001） 

(イ) 学校教育法で定める学校において、令和 3 年度入学者選抜（令和 2 年度実施）で

1校あたりインターネット出願受付処理人数が多い順に 50校を選択した場合の、

1校あたり処理人数の平均が 200 人以上かつ遅滞なく履行した実績があること。 
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(ウ) 本部及び高専からの連絡に対し、総合受付窓口を自社内に設置し、電話及びメー

ルで受付対応すること。総合受付窓口の受付時間については、平日（国民の祝日

に関する法律第 3 条に規定する休日及び年末年始を除く月曜日～金曜日）の「9

時～17 時」とすること（年末年始の期間については、当該年度のスケジュールか

ら調整するものとする）。 

(エ) 請負業者が提供するシステムは、クラウド環境に構築し、SaaS（Software as a 

Service）の形態で提供すること。 

 

6 システムの提案等 

ア 提案書においては、単に「できます」、「有します」等の提案では技術審査に支

障をきたすため、提案システムが本仕様書の技術的要件をどのように満たすか、

あるいはどのように実現するかを技術的要件ごとに具体的、かつ、わかりやす

く説明すること。また、そのための資料等を添付すること。 

イ 提案書には次の項目を明確に記載すること。 

・導入スケジュール（なお、システムの利用開始は契約日から４ヶ月以内とする 

こと。） 

・請負業者、本部及び高専との作業区分 

・参考見積書（下記 3種類） 

初期導入・設定費用、保守運用支援費（1 年目：令和 4 年度）、保守運用支援

費（2～3年目：令和5年度～令和6年度。ただし、保守・運用支援内容に変更が

ない限り、1年目と同額以下とすること。） 

・サプライチェーンリスク管理体制図 

ウ 記載内容が不明確である場合は、有効な提案書とみなされないので留意するこ

と。特に技術審査にあたって、提案根拠が不明確であったり説明が不十分であ

る等技術審査に支障をきたすと「技術審査委員会」が判断した場合は要求要件

を満たしていないものとみなす。 

エ 提案書の内容等に関して、ヒアリングや問合せを行う場合があるので入札者は

対応すること。 

オ 提案書には提案資料に関する照会先を明記すること。 

カ 設定作業、操作説明、運用テスト中の運用支援等、導入に係わる全ての費用は

本調達に含むこと。 

 

7 第三者委託 

請負業者は、本業務を自ら履行するものとし、本業務の全部を第三者に委託し、又

は請け負わせてはならない。業務の一部を委託する場合は、機構の承認を得ること。 

なお、第三者委託を承認された場合であっても、請負業者は契約による責任を免れ

ることはできない。 

 

8 機密保持 

ア 受注により知り得た全ての情報について守秘義務を負うものとし、これを第三

者に漏らし、又は他の目的に使用しないこと。 

イ 受注により知り得た全ての情報については、契約期間はもとより、契約終了後

においても第三者に漏らしてはならない。 

ウ 正当な理由があってやむを得ず第三者に開示する場合、書面によって事前に機

構の承認を得ること。また、情報の厳重な管理を実施すること。 

エ 機構及び高専が提供した資料は、原則として全て複製禁止とすること。ただし、

業務上やむを得ず複製する場合であって事前に書面にて機構の許可を得た場合

はこの限りではない。なお、この場合であっても業務終了後はその複製を機構

に返納するか、焼却・消去する等適切な措置をとり、秘密を保持すること。 
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9  業務完了時の提出物 

   本仕様書に基づく業務完了時に、業務完了届に業務実施報告書を添付して報告する

こと。業務完了届は 1 か月ごとに作成し、システムの稼働状況、不具合の内容と対応

状況、問い合わせ内容と対応状況等について記載すること。 

 

10 損害賠償 

請負業者が本契約に違反して、機構が損害を被った場合には合理的な範囲で、機構

は請負業者に対して損害賠償を請求し、かつ、機構が考える必要な措置をとることを

請求できる権利を有するものとする。 

 

11 ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する評価 
     女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく認定企業（えるぼし認定

企業）、次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業（くるみん認定企業等）及び、

青少年の雇用の促進等に関する法律に基づく認定企業（ユースエール認定企業）につ

いては加点するので、認定されていることが確認できる書面の写しを提出すること。

なお、複数の認定が該当する場合は、最も配点が高い区分により加点することとする。 

 

12  その他 

ア  本調達の履行について疑義が生じたとき、又は本調達に伴い機構と交わす契約書

に定めない事項については、機構及び請負業者の双方で協議の上、決定すること。

それにより追加業務等が発生する場合は、機構本部事務局財務課契約係を通して発

注するので、請負業者はそれ以外の者からの発注や依頼を受け付けないこと。 

イ    請負業者の故意又は過失により損害が発生した場合は、請負業者の責により原状  

復帰すること。 

 

 

Ⅱ. 技術的要件及び業務内容 

 

1 業務内容 

パソコン、スマートフォン、タブレット等のブラウザを利用し、インターネットか

ら利用可能なインターネット出願システム（検定料代理収納決済を含む）（以下「出

願システム」という。）、イベント予約システム（以下「予約システム」という。）に

ついて、システムの導入作業、運用支援並びに保守サービスを提供すること。 

導入にあたっては、本部及び全高専に担当者を置くので、この高専担当者に対して

システム操作に関する説明会を開催するとともに、業務に必要なマニュアルを電子媒

体により提供すること。 

また、出願システム及び予約システムの設定を以下に示す要件の範囲で高専ごとに

カスタマイズ設定が可能であるとともに標準のサポート範囲に含めること。 

運用にあたっては、高専担当者及び志願者向けの電話問い合わせ窓口を設置するこ

と。 

 

(１) システム共通要件 

ア ログイン ID の登録 

(ア) 志願者は志願者自身のログイン ID の登録を行い、そのログイン ID にてシステム

にログインし、出願システム及び予約システムを利用することができること。 
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(イ) ログイン ID にてログインすることで、出願システムの利用可能期間中は入力内

容を、イベント予約システムの予約受付可能期間では予約内容を、志願者が確認

することができること。 

 

イ 志願者のシステム入力支援にかかる要件 

(ア) 漢字を入力するフィールドについては、外字（SHIFT-JIS コード JIS 第１・第２水

準で扱えない漢字）を入力制限できること。また、志願者の氏名に外字が含まれる場

合は、志願者がその旨を表明できるようチェックボックスを入れること。さらに、そ

の旨を当該ページにわかりやすく明記すること。 

 

(イ) ログイン ID ごとに、氏名、住所、出身中学校等の個人情報を管理でき、片方のシ

ステムで入力した情報は、もう片方のシステムでは入力済み項目として扱うこと

で、志願者の負担軽減に資すること。 

(ウ) 郵便番号入力による住所表示、所属中学校の絞り込みの入力補助機能を備えるこ

と。郵便番号、住所、全国の中学校情報は常に最新のものを利用できること。 

(エ) 未入力の項目や背反となる入力があった場合は、当該項目にエラーが表示され、

次ページに進めないよう制限すること。 

 

ウ 稼働環境 

(ア) 本部及び高専担当者が利用する場合、PCで利用することを想定し、下記のOS（提

供企業がサポートしている全てのバージョン）及びブラウザ（最新版）で動作す

ること。 

OS    : Microsoft Windows、macOS 

ブラウザ : 国際標準規格 World Wide Web Consortium(W3C)に対応したブラウ

ザ（Microsoft Edge、Firefox、Google Chrome、Safari 等） 

(イ) 志願者が利用する場合、上記に加え、スマートフォンやタブレット端末で利用す

ることを想定し、下記の OS（提供企業がサポートしている全てのバージョン）及

びブラウザ（最新版）で動作すること。 

OS    : iOS、AndroidOS 

ブラウザ : 国際標準規格 World Wide Web Consortium(W3C)に対応したブラウ

ザ（Firefox、Google Chrome、Safari 等） 

(ウ) レスポンシブ WEB デザインに対応していること。 

（エ）国外の志願者がシステムを利用することを想定し、国外からもシステムへのアク

セスを可能にすること。 

 

エ    利用要件 

（ア）令和４年度に実施する高専におけるイベント、選抜区分（別紙）からシステムを

利用するが、高専ごとの実情を鑑み、高専側の準備が完了した時点から順次利用す

る。 

 

(２) インターネット出願システム 

出願の受付手続き及び検定料決済機能（収納代行）を持ち、志願者の管理・受験番

号の自動付番・受験票発行を行うシステムとする。 

ア 志願者向け機能要件 

(ア) 氏名・フリガナ・生年月日・現住所・在籍もしくは卒業中学校名・保護者名・保

護者の現住所・電話番号、一般的な入力項目に加え、選抜方法、志望学科・学校、

受験地などの追加の入力項目を選抜方法ごとに設定できること。また、入力方式

は自由記述に加えて、選択式、チェックボックスが設定できること。 



 

5 

 

(イ) （ア）の入力項目は高専ごとに設定できること。 

(ウ) インターネット出願システムの利用可能期間について、データ入力・検定料決

済・受験票出力のそれぞれの期間の指定が選抜方法ごとに可能であること。 

(エ) 志願者が検定料決済をする前には、申込内容の確認票を PDF として出力可能とす

ること。 

(オ) 同一高専において複数の志望学科を併願できる仕組みを実現すること。 

(カ) 複数の高専に併願できる仕組みを実現すること。このとき、複数の高専に併願し

ている志願者について、その志願者の第一志望の高専のみが当該志願者情報を確

認できる（第二志望以下の高専は、当該志願者情報は確認できない）ことでも差

し支えない。 

(キ) 同一高専において、複数の選抜方法を登録でき、それらに関連性を持たせられる

こと。日程が早い選抜方法で不合格になった時に、その選抜方法出願時に志願者

が希望していれば、関連を持つ選抜方法に対して自動又は手動で出願されるよう

に設定できること。この場合、検定料の支払いを不要とすること、志望学科につ

いて再設定することを、設定できること。 

なお、合否情報を入力できることは必須ではないため、日程が早い選抜方法の合

否判定後、高専が手動で希望していた特定の志願者を選択して、関連を持つ選抜

方法に出願させることができることでも差し支えない。 

(ク) 志願者が必要な入力及び出願する選抜区分を選択した後、検定料決済を可能とす

るほか、出願受付から決済までを同一システム内でシ一ムレスに完結できる仕様

とし、二重決済とならないよう防止する措置を講じること。 

(ケ) 志願者がインターネット上から、受験票、写真票、高専宛ての宛名票（以下「受

験票等」という。）を PDF として出力可能とすること。 

(コ) 出願時に顔写真データを志願者が任意でアップロードすることが可能であること。

また、顔写真データをアップロードした場合はあらかじめ決められた受験票、写

真票の位置に自動で顔写真データを配置すること。 

(サ) 志願者が入力間違いをした場合、検定料決済前であれば、志願者側で修正が可能

であること。決済後は高専管理者において、登録情報の修正が可能であること。 

 

イ 本部管理者向け機能要件 

(ア) 本部管理者は、全校の出願者数の集計確認ができ、集計結果のデータ出力ができ

ること。 

(イ) 本部管理者は、全校の志願者の出願・決済情報を検索・参照することができるこ

と。 

(ウ) 本部管理者は、全校の志願者が支払った検定料をシステム内で志願者情報と決済

情報を自動で突合する機能を有し、突合結果の参照が可能であること。 

(エ) 本部管理者は、全校の志願者情報・決済情報を CSV 形式でダウンロード可能であ

ること。 

(オ) 本部管理者は、全校の志願者の決済情報について、その内容の確認が可能である

こと。 

 

ウ 高専管理者向け機能要件 

(ア) 高専管理者は、当該校の出願者数の集計確認ができ、集計結果のデータ出力がで

きること。 

(イ) 高専管理者は、当該校の志願者の出願・決済情報を検索・参照することができ、

管理者が画面で修正することができること。 

(ウ) 高専管理者は、当該校の志願者が支払った検定料をシステム内で志願者情報と決

済情報を自動で突合する機能を有し、突合結果の参照が可能であること。 
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(エ) 高専管理者は、当該校の志願者情報・決済情報は CSV 形式でダウンロード可能で

あること。 

(オ) 高専管理者は、バーコード又は QR コードの読み取りにより、当該校の出願書類

の受付管理が簡易的にできること。 

(カ) 高専管理者は、書類受付後、志願者に一斉メール送信できること。メール送信後

のエラー確認ができること。 

(キ) 高専管理者は、当該校の志願者の決済情報について、可能な限りタイムラグ発生

無く反映され、その内容の確認が可能であること。 

(ク) 高専管理者は、当該校以外の高専志願者のデータを閲覧できないこと。 

(ケ) 受験番号の設定等においては、以下の仕組みを実現すること。 

・選抜区分ごとに付番ルール及び桁数を設定できること。 

・高専で出願を受理した時点で、高専ごとに設定する付番ルールに従い自動付番

が可能であること。 

・自動付番以外に、手動による設定も可能であること。 

・本科入学者選抜においては、整理番号（学校番号）２桁と学校ごとに採番され

る５桁の計７桁とし、○○－○○○○○のスタイルで、受験票等に表示できる

こと。整理番号（学校番号）２桁は別紙のとおり、高専において固有の番号で

あること。受験番号５桁の付番ルールは高専で設定できること。 

・上記において、志願者情報・決済情報を CSV 形式で出力する場合は、ハイフン

を含まない 7桁の数値で出力されること 

(シ) ア（ケ）の PDF のレイアウトは、高専で設定できること。また、ウ（オ）にある

書類受付用のバーコード又は QR コードが印字されていること。 

 

 

エ 検定料決済機能（収納代行）仕様 

(ア) 検定料の支払方法は、コンビニエンスストア、クレジットカード、ペイジーによ

る支払いが選択可能であること。その他の方法による支払い方法の追加も可能と

する。 

(イ) 各決済方法は以下の要件を満たし、支払い可能期間を日時指定可能とし、全期間

を通じて全決済方法が利用可能であること。なお、全て「一括払い」とすること。 

(各決済方法の要件) 

決済方法 要件 

クレジットカード VISA・MasterCard・JCB が選択可能なこと。 

コンビニエンスストア 

セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン、ミ

ニストップ、セイコーマート、デイリーヤマザキが

選択可能なこと 

ペイジー ATM、インターネットバンキングが選択可能なこと 

(ウ) 各決済方法にかかる全ての収納代行手数料は、志願者が負担するものとする。な

お、各決済方法による収納代行手数料の金額は、検定料の 7％以内（税込み）と

すること。 

(エ) 収納代行した検定料は、毎月１回以上締め日及び当月又は翌月の支払日を設け、

本部担当者が指定した銀行口座へ支払うものとする。なお、クレジットカード決

済を利用した場合は、締め日から翌々月の支払日でも差し支えないものとする。 

 

(オ) 収納した検定料については、保全のための適切な措置をとることとし、金銭信託

（資金の分別管理）または金融機関の保証による検定料の保全方法により、機構

への支払い履行を確実に行えること。 
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(カ) 収納代行した検定料は、収納金額と機構への変動費等請求金額と相殺精算せずに、

一旦全額機構へ振り込むこととし、変動費等請求金額は実費精算とすること。 

(キ) 検定料の支払いに関して、手数料が発生する場合は、志願者が支払いを完了する

前までにその金額を志願者に提示すること。 

(ク) 検定料の支払い可能期間外での支払が行えないよう、また既に支払いが行われた

収納については、二重払いとならないよう防止する措置がとられていること。 

(ケ) （２）ア（キ）で指定した出願の場合に、検定料の振り込みは不要としたとき、

二重払いとならないよう防止する措置がとられていること。 

(コ) 特定の志願者に対して検定料を無料とする取り扱いができる機能を有すること。 

 

(３) イベント予約システム 

学校説明会などのイベントについて、予約受付を行うシステムとする。 

 

ア 志願者向け機能要件 

(ア) 氏名・フリガナ・生年月日・現住所・在籍もしくは卒業中学校名・保護者名・保

護者の現住所・電話番号、一般的な入力項目に加え、体験入学における希望する

学科などの追加の入力項目をイベントごとに設定できること。また、入力方式は

自由記述に加えて、選択式、チェックボックスが設定できること。 

(イ) イベント予約システムは、予約受付可能日時を期間指定できること。 

(ウ) 定員管理機能を有し、イベントごとに定員の指定有無の指定が行えること。 

(エ) 志願者がインターネット上から受付票を PDF として出力可能とすること。 

 

イ 管理者向け機能要件 

(ア) イベントの設定は、本部と高専にて個別に設定・利用が可能であること。 

(イ) イベント予約者数の集計確認ができること。 

(ウ) 予約者の情報を検索・参照することができ、管理者が画面で修正することができ

ること。 

(エ) イベント予約情報をCSV形式またはMicrosoftEXCELの標準ファイル形式でダウン

ロード可能であること。 

(オ) バーコード又はQRコードの読み取りによる参加受付管理が簡易的にできること。 

(カ) 一斉メール機能を有し、メール送信後のエラー確認ができること。 

 

(４) 高専担当者に対する説明会 

導入時に，システムの操作方法についての説明会を下記のとおり実施すること。 

(ア) 説明会はオンデマンド方式とする。高専担当者への公開前に、録画データは事前

に本部担当者に確認すること。 

(イ) システムの実際の画面を利用し、システム利用者に分かり易く行うこと。 

(ウ) 録画データを高専担当者がストリーミング再生できるようにすること。再生期間

はシステム納品後から契約終了時までする。 

(エ) 録画データは本部担当者に納品すること。 

(オ) 高専担当者が説明会を視聴後に質疑等あれば、適宜対応すること。 

 

(５) 問合せ窓口仕様 

(ア) 出願システム及び予約システムを利用する志願者が、利用できる電話問合せ窓口

を設けること。志願者がシステムを利用する日や時間帯を考慮する観点から、平

日の 10 時から 17 時は基準とし、可能な限り休日や祝日、夜間の時間帯も対応で

きるようにすること。 

 

(６) 個人情報保護体制・セキュリティ仕様 
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(ア) 個人情報保護管理者、個人情報保護担当者、内部監査責任者等の個人情報を保護

するための組織的体制を有していること。 

(イ) 個人情報・セキュリティに関する基本方針・規程・マニュアル等の整備が行われ

ていること。 

(ウ) 個人情報・セキュリティの安全管理に関する従業者の役割及び責任についての教

育・訓練が行われていること。 

(エ) 個人情報の再委託の有無、また再委託する場合は、委託先の責任者等の管理体制、

個人情報の管理体制等についての明示されていること。 

(オ) 志願者の個人情報の取得にあたって、請負業者が責任を持って管理し、機構及び

高専が入学者選抜の運営及び調査等に利用するなどの、個人情報保護に対する請

負業者の方針、利用目的や利用範囲を、志願者に明示すること。 

(カ) 志願者がシステムを利用するにあたって、志願者の個人情報取得・保護の主体は

請負業者であり、システム及びシステムを構成するサーバ内にある志願者の個人

情報は、請負業者が責任をもって管理すること。 

(キ) 独立した監査部門による内部監査、又は外部監査が行われていること。 

(ク) セキュリティ診断（アプリケーション、OS、ハードウェア等）等の対策が定期的

に行われていること。脆弱性が発見された場合は、速やかに当該脆弱性に対する

セキュリティパッチの適用または必要なバージョンアップを行い、パッチ適用及

びバージョンアップ後のシステムの動作についても保証すること。これらの更新

やパッチ適用等により、志願者に勧める推奨環境が変わる場合は、WEB ページ上

に提示している推奨環境を更新すること。 

(ケ) データの保全対応が行われていること。 

(コ) 入力を伴うアクセスは第三者機関認証局により認証された SSL サーバ証明書を

利用して暗号化されていること。 

(サ) 本調達に係るデータの消去は機構及び学校からの指示によること。また、本調達

の契約期間が終了した場合、速やかに設定を解除し不要なデータを消去すること。

さらに、データ消去証明書を発行し後日機構へ提出すること。 

(シ) システムの管理画面にログインする際に、ID とパスワードを設定する機能、及び

管理用として、多要素認証又は IP アドレスによるアクセス制限機能を有するこ

と。 

(ス) 請負業者は、サプライチェーンリスクの要因となる脆弱性を発生させない又は増

大させないための管理体制を構築すること。また、応札時に管理体制図を機構に

提示すること。 

(セ) 請負業者は、機構がサプライチェーンリスクに係る情報セキュリティインシデン

トを認知した場合又はその疑いが生じた場合に、必要に応じて業務内容、作業プ

ロセス又は成果物を立ち入り検査等で機構が確認することを了承すること。 

 

(７) インフラ環境仕様 

(ア) ハードウェアに関する冗長化により、障害時の対策が行われていること。 

(イ) ソフトウェア、機器等の稼働監視（死活監視、障害監視等）が行われていること。 

(ウ) ウイルス対策が行われていること。 

(エ) ID やパスワードに関する登録・登録削除が決められた手順に則り定期的に行われ

ていること。 

(オ) データを保有するサーバ等設置場所は、日本国内とし、災害時にも安全な環境に

配置されていること。また、入退館管理等が厳格に行われ、安全に管理されてい

ること。 

 

(８) 保守運用に関する内容 
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(ア) システム導入後の契約期間内において、システムに障害が発生した場合の障害の

原因調査、復旧、システムの点検、システム利用時の問い合わせ対応等のユーザ

サポートは本契約内に含まれており無償で実施すること。 

(イ) システム障害、情報漏洩等発生時の連絡体制、対応手順を定めており、障害等発

生時には迅速な対応が可能となる体制が整備されていること。 

(ウ) インターネット出願及び電子決済に障害が発生した場合は、本部及び高専担当者

に速やかに通知するとともに早急に復旧させること。 

(エ) 本部及び高専担当者が障害として通知した事項は、以下の手順で対応すること。 

①本部及び高専担当者からの通知に対するメールによる受領通知 

②原因の調査 

③対策及び文書による作業報告 

(オ) 本部担当者の要求に応じて、本部担当者と請負業者の双方の担当者によるシステ

ム全体の運用等に関する打ち合わせを適宜行うこと。 

(カ) 原則として出願期間中にシステムメンテナンスを行わないこと。やむを得ず実施

する場合には、出願期間に影響が出る高専担当者と事前に相談の上、出願期間の

開始日や最終日を外すといった日程設定により、志願者への影響を最小限に留め

るように配慮すること。 

また、緊急度の高いセキュリティ対策等を臨時で実施する場合は、本部及び高専

担当者にその旨を通知し、実施すること。 

いずれの場合にも、志願者の入力ページにその予告、およびメンテナンス実施中

である旨を掲示すること。 

 

以上 

 



（別表）

国立高等専門学校（５１校５５キャンパス）及び本部事務局所在地等一覧表

高専
番号

学校名 郵便番号 所在地
整理番号
（上２桁）

1 函館工業高等専門学校 〒042-8501 北海道函館市戸倉町14番１号 61

2 苫小牧工業高等専門学校 〒059-1275 北海道苫小牧市字錦岡443番地 62

3 釧路工業高等専門学校 〒084-0916 北海道釧路市大楽毛西2丁目32番1号 63

4 旭川工業高等専門学校 〒071-8142 北海道旭川市春光台2条2丁目1番6号 64

5 八戸工業高等専門学校 〒039-1192 青森県八戸市田面木字上野平16-1 65

6 一関工業高等専門学校 〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 66

7 仙台高等専門学校 67

　　　　　（広瀬キャンパス） 〒989-3128 宮城県仙台市青葉区愛子中央4丁目16番1号

　　　　　（名取キャンパス） 〒981-1239 宮城県名取市愛島塩手字野田山48

8 秋田工業高等専門学校 〒011-8511 秋田県秋田市飯島文京町１番１号 68

9 鶴岡工業高等専門学校 〒997-8511 山形県鶴岡市井岡字沢田104 69

10 福島工業高等専門学校 〒970-8034 福島県いわき市平上荒川字長尾30 10

11 茨城工業高等専門学校 〒312-8508 茨城県ひたちなか市中根866 11

12 小山工業高等専門学校 〒323-0806 栃木県小山市大字中久喜771 12

13 群馬工業高等専門学校 〒371-8530 群馬県前橋市鳥羽町580番地 13

14 木更津工業高等専門学校 〒292-0041 千葉県木更津市清見台東2丁目11番1号 14

15 東京工業高等専門学校 〒193-0997 東京都八王子市椚田町1220-2 15

16 長岡工業高等専門学校 〒940-8532 新潟県長岡市西片貝町888番地 16

17 富山高等専門学校 17

　　　　　（本郷キャンパス） 〒939-8630 富山県富山市本郷町13

　　　　　（射水キャンパス） 〒933-0293 富山県射水市海老江練合1-2

18 石川工業高等専門学校 〒929-0392 石川県河北郡津幡町北中条タ１ 18

19 福井工業高等専門学校 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 19

20 長野工業高等専門学校 〒381-8550 長野県長野市徳間716 20

21 岐阜工業高等専門学校 〒501-0495 岐阜県本巣市上真桑2236-2 21

22 沼津工業高等専門学校 〒410-8501 静岡県沼津市大岡3600 22

23 豊田工業高等専門学校 〒471-8525 愛知県豊田市栄生町2-1 23

24 鳥羽商船高等専門学校 〒517-8501 三重県鳥羽市池上町1-1 24

25 鈴鹿工業高等専門学校 〒510-0294 三重県鈴鹿市白子町 25

26 舞鶴工業高等専門学校 〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋234番地 26

27 明石工業高等専門学校 〒674-8501 兵庫県明石市魚住町西岡679番地の3 27

28 奈良工業高等専門学校 〒639-1080 奈良県大和郡山市矢田町22番地 28

29 和歌山工業高等専門学校 〒644-0023 和歌山県御坊市名田町野島77 29

30 米子工業高等専門学校 〒683-8502 鳥取県米子市彦名町4448 30

31 松江工業高等専門学校 〒690-8518 島根県松江市西生馬町14-4 31

32 津山工業高等専門学校 〒708-8509 岡山県津山市沼624-1 32

33 広島商船高等専門学校 〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野4272-1 33

34 呉工業高等専門学校 〒737-8506 広島県呉市阿賀南2-2-11 34

35 徳山工業高等専門学校 〒745-8585 山口県周南市学園台 35

36 宇部工業高等専門学校 〒755-8555 山口県宇部市常盤台2丁目14番1号 36

37 大島商船高等専門学校 〒742-2193 山口県大島郡周防大島町大字小松1091番地1 37

38 阿南工業高等専門学校 〒774-0017 徳島県阿南市見能林町青木265 38

39 香川高等専門学校 39

　　　　　（高松キャンパス） 〒761-8058 香川県高松市勅使町355番地

　　　　　（詫間キャンパス） 〒769-1192 香川県三豊市詫間町香田551

40 新居浜工業高等専門学校 〒792-8580 愛媛県新居浜市八雲町7-1 40

41 弓削商船高等専門学校 〒794-2593 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000 41

42 高知工業高等専門学校 〒783-8508 高知県南国市物部乙200-1 42

43 久留米工業高等専門学校 〒830-8555 福岡県久留米市小森野1-1-1 43

44 有明工業高等専門学校 〒836-8585 福岡県大牟田市東萩尾町150 44

45 北九州工業高等専門学校 〒802-0985 福岡県北九州市小倉南区志井5丁目20番1号 45

46 佐世保工業高等専門学校 〒857-1193 長崎県佐世保市沖新町1-1 46

47 熊本高等専門学校 47

　　　　　（八代キャンパス） 〒866-8501 熊本県八代市平山新町2627

　　　　　（熊本キャンパス） 〒861-1102 熊本県合志市須屋2659-2

48 大分工業高等専門学校 〒870-0152 大分県大分市大字牧1666番地 48

49 都城工業高等専門学校 〒885-8567 宮崎県都城市吉尾町473-1 49

50 鹿児島工業高等専門学校 〒899-5193 鹿児島県霧島市隼人町真孝1460-1 50

51 沖縄工業高等専門学校 〒905-2192 沖縄県名護市辺野古905番地 51

本部事務局 〒193-0834 　東京都八王子市東浅川町７０１番２



（別紙１－１）

○令和4年度入学者選抜日程等（本科１年入学者選抜）

※１２月以前の月は令和３年、１月以降の月は令和４年

※令和3年6月時点での予定であるため、一部変更されている可能性があります。

学校
番号

学校名 選抜区分
募集要項公

表予定
出願期限

選抜期日
※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜 1月6日～1月12日 1月21日 1月28日

学力選抜

北海道内4高専複数校志望受験制度による選抜

帰国子女特別選抜

後期学力検査による選抜 2月22日～2月28日 3月4日 3月17日

推薦選抜 1月6日～1月12日 1月22日 1月28日

学力選抜

北海道内4高専複数校志望受験制度による選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜

特別推薦選抜

自己推薦選抜

学力選抜

北海道内4高専複数校志望受験制度による選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 1月6日～1月12日 1月22日 1月28日

学力選抜

北海道内4高専複数校志望受験制度による選抜

帰国生特別選抜

推薦選抜 1月5日～1月11日 1月22日 1月26日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月21日～12月24日 1月15日 1月24日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月21日～12月27日 1月12日 1月24日

学力選抜

帰国生特別選抜

推薦選抜

帰国子女特別選抜

学力選抜 1月11日～1月14日 2月13日 2月21日

推薦選抜

課題達成型推薦

学力選抜 1月24日～1月28日

帰国子女特別選抜 1月4日～1月28日

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月18日 1月24日

学力選抜

帰国子女特別選抜

外国人特別選抜

2月13日 2月17日

11 茨城
1月25日～1月28日 2月13日

10 福島

1月4日～1月6日 1月15日 1月20日

2月18日
9月下旬

8月下旬

09 鶴岡
12月23日～1月5日 1月15日 1月20日

07 仙台
1月24日～1月27日 2月13日 2月24日

9月中旬

8月上旬

06 一関
1月25日～1月28日

05 八戸
1月27日～2月2日 2月13日 2月22日

2月21日2月13日
9月下旬

10月上旬

04 旭川
1月24日～1月28日 2月13日 2月22日

9月下旬

9月下旬

03 釧路

1月6日～1月12日 1月22日 1月28日

1月24日～1月28日 2月13日 2月22日

02 苫小牧
1月24日～1月28日 2月13日 2月22日

9月頃

01 函館 1月24日～1月28日 2月13日 2月22日10月上旬
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学校
番号

学校名 選抜区分
募集要項公

表予定
出願期限

選抜期日
※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜 12月15日～12月17日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国生特別選抜

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月20日 1月25日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 1月6日〜1月11日 1月23日 1月26日

学力選抜

帰国子女特別選抜

本校第二志望者選抜
2月13日
3月8日

3月8日

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月15日 1月21日

学力選抜 1月24日～1月28日 2月13日 2月18日

推薦選抜 12月21日～12月23日 1月15日 1月21日

学力選抜 1月24日～1月27日

帰国生徒特別選抜 1月5日～1月27日

推薦選抜
12月20日～12月24

日、
1月16日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 1月4日～1月6日 1月15日 1月19日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月21日～12月23日 1月15日 1月20日

学力選抜 1月24日～1月27日 2月13日 2月17日

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月16日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜

帰国子女特別選抜

学力選抜 1月24日～1月28日 2月13日 2月18日

推薦選抜 12月21日～12月23日 1月15日 1月20日

学力選抜

帰国子女学力選抜

推薦選抜 12月22日～12月24日 1月15日 1月21日

学力選抜 1月25日～1月28日 2月13日 2月18日

推薦選抜 1月16日

体験学習選抜 1月15日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 1月4日～1月6日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国子女特別選抜

8月下旬

9月上旬

8月下旬

8月上旬

７月上旬

9月上旬

7月下旬

7月下旬

9月上旬

9月上旬

25 鈴鹿
1月31日～2月3日 2月13日 2月25日

24 鳥羽商船

12月14日～12月20日 1月21日

22 沼津
1月25日～1月27日 2月13日 2月17日

1月25日～1月31日 2月13日 2月25日

21 岐阜
1月4日～1月7日 1月15日 1月19日

23 豊田

19 福井

20 長野
1月28日～2月2日

18 石川
1月21日～1月27日 2月13日 2月18日

9月上旬17 富山
1月24日～1月27日 2月13日 2月17日

2月13日 2月18日

16 長岡
2月13日 2月18日

8月上旬

15 東京

14 木更津
1月27日〜1月31日

2月13日 2月16日

8月上旬13 群馬
1月25日～1月26日 2月13日 2月16日

12 小山
1月24日～1月26日 2月13日 2月18日

7月下旬
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学校
番号

学校名 選抜区分
募集要項公

表予定
出願期限

選抜期日
※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

地域創生型 12月13日～12月17日 12月25日 1月13日

一般推薦型 12月20日～12月24日 1月8日 1月13日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月6日～1月13日 1月22日 1月26日

学力選抜 2月13日

帰国子女特別選抜 2月13日

推薦選抜

女性エンジニアリーダー養成枠

学力選抜 1月26日～2月1日 2月13日 2月17日

推薦選抜 12月3日～12月9日 1月8日 1月14日

体験実習 1月7日～1月13日 1月22日 1月27日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月4日～1月7日 1月19日 1月25日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月22日～1月5日 1月18日 1月24日

学力選抜 2月13日 3月1日

帰国生徒特別選抜 2月13日 3月1日

推薦選抜 12月10日～12月15日 1月8日 1月14日

学力選抜

商船学科複数校志望受験制度

電子機械工学科・電子制御工学科複数校志望受験制度

帰国生徒特別選抜

推薦選抜

特別推薦選抜

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月24日～1月4日 1月15日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜

帰国子女特別選抜

学力選抜 1月20月～1月26日 2月13日 2月24日

推薦選抜 12月24日～1月5日 1月15日 1月19日

学力選抜

商船学科複数校志望受験制度

帰国子女特別選抜

8月上旬

9月下旬

8月上旬

8月上旬

10月上旬

9月下旬

10月上旬

9月中旬

未定37 大島商船
1月24日～2月1日 2月13日 3月3日

36 宇部
12月23日～1月4日 1月15日 1月21日

8月下旬

2月13日 2月18日

35 徳山
1月17日～1月21日 2月13日 3月3日

34 呉

1月5日～1月7日 1月15日 1月21日

1月24日～1月26日

33 広島商船
1月24日～2月1日 2月13日 3月3日

32 津山
1月26日～1月31日

31 松江
1月24日～1月27日 2月13日 2月22日

30 米子
1月26日～2月1日 2月13日 3月3日

9月上旬

９月中旬

29 和歌山

1月24日～1月28日 2月13日 2月16日

28 奈良
1月4日～1月7日 1月15日 1月19日

27 明石
3月3日

26 舞鶴

1月24日～1月28日 2月13日 2月17日

1月26日～1月28日
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学校
番号

学校名 選抜区分
募集要項公

表予定
出願期限

選抜期日
※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜 1月4日～1月6日 1月17日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月24日～1月6日 1月16日 1月20日

学力選抜

帰国生特別選抜

推薦選抜 1月7日～1月13日 1月22日 1月26日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月17日～12月24日 1月15日 1月24日

学力選抜

商船学科複数校志望受験制度

電子機械工学科・電子制御工学科複数校志望受験制度

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月14日～12月21日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月6日～1月12日 1月22日 1月28日

学力選抜 1月25日～1月28日 2月13日 2月21日

推薦選抜 12月20日～12月23日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月15日 1月24日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月4日～1月7日 1月15日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 1月6日～1月12日 1月22日 1月28日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

推薦選抜 1月4日～1月6日 1月15日 1月20日

学力選抜

帰国子女特別選抜

外国人特別選抜

推薦選抜 12月16日～12月22日 1月8日 1月14日

学力選抜 1月14日～1月20日

帰国子女特別選抜 12月22日～1月20日

推薦選抜 1月5日～1月7日 1月15日 1月25日

学力選抜

帰国子女特別選抜

推薦選抜 12月6日～12月10日 1月15日 1月21日

学力選抜

帰国生徒特別選抜

51 沖縄
1月17日～1月21日 2月13日 2月21日

8月下旬

７月下旬50 鹿児島
1月27日～2月2日 2月13日 2月21日

49 都城
2月13日 2月22日

10月中旬

10月上旬48 大分
1月24日～1月28日 2月13日 2月22日

47 熊本
1月25日～1月31日 2月13日 2月18日

9月上旬

9月上旬46 佐世保
1月27日～2月1日 2月13日 2月24日

45 北九州
1月18日～1月21日 2月13日 2月24日

43 久留米

44 有明
1月24日～1月27日 2月13日 2月22日

８月下旬

7月下旬

8月中旬

42 高知
1月25日～2月1日 2月13日 2月18日

9月中頃

6月下旬

41 弓削商船
1月24日～2月1日 2月13日 3月3日

40 新居浜
1月27日～2月1日 2月13日 2月17日

9月下旬

8月中旬39 香川
1月24日～1月27日 2月13日 2月18日

38 阿南
1月26日～1月28日 2月21日 2月17日

9月上旬
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（別紙１－２）

○令和4年度入学者選抜日程等（専攻科）
※１２月以前の月は令和３年、１月以降の月は令和４年
※令和3年6月時点での予定であるため、一部変更されている可能性があります。

No. 学校名 選抜区分
募集要項公

表日
出願期限

選抜期日
※追試験を別

途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜 8月30日～9月6日 9月24日 10月5日

社会人特別選抜

学力選抜

外国人留学生特別選抜 3月上旬 4月1日～4月9日 6月15日 7月2日

推薦選抜 5月6日～5月10日 5月21日 5月28日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 4月26日～5月7日 5月25日 5月31日

学力選抜 6月28日～7月2日 7月20日 8月6日

社会人特別選抜 9月27日～10月1日 10月14日 10月29日

推薦選抜 5月6日～5月11日 5月20日 5月28日

学力選抜（前期） 5月6日～5月11日 6月12日 6月18日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜 2月中旬 4月1日～4月9日 6月15日 7月2日

推薦選抜 5月6日～5月11日 5月20日 5月24日

学力選抜 5月25日～5月28日 6月15日 6月30日

社会人特別選抜 8月24日～8月27日 10月1日 10月15日

推薦選抜 5月6日～5月11日 5月19日 5月24日

学力選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜 4月1日～4月9日 6月15日 7月2日

推薦選抜

社会人特別選抜

学力選抜 5月28日～6月3日 6月11日 6月24日

推薦選抜

アドミッション・オフィス選抜

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 5月11日～5月14日 5月22日 5月27日

学力選抜 6月7日～6月11日 6月19日 6月24日

社会人特別選抜 11月17日～11月19日 11月27日 12月3日

推薦選抜 4月27日～4月28日 5月12日 5月18日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 5月10日～5月12日 5月19日 5月28日

学力選抜 6月2日～6月4日 6月19日 6月25日

社会人特別選抜 10月20日～10月22日 11月6日 11月12日

6月18日

12 小山 4月上旬

11 茨城 3月下旬
5月31日～6月2日 6月12日

10 福島 4月中旬

09 鶴岡

4月26日～5月7日

4月中旬

5月22日 5月28日

6月7日～6月11日

07 仙台 2月下旬 5月6日～5月12日 5月20日 5月28日

7月10日 7月15日

05 八戸
4月上旬

06 一関 4月上旬
6月30日～7月7日

03 釧路 4月上旬

04 旭川 4月上旬

10月4日～10月7日

7月17日 7月26日

11月12日11月6日

02 苫小牧
4月上旬

5月31日～6月3日 6月11日 6月25日

01 函館 7月1日
10月7日～10月13日 11月9日 11月25日
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No. 学校名 選抜区分
募集要項公

表日
出願期限

選抜期日
※追試験を別

途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜

社会人特別選抜

先進テクノロジー実践連携教育
プログラム推薦選抜

面接5月12日
学力試験
5月26日

5月28日

学力選抜 5月17日～5月20日 5月26日 5月28日

推薦選抜 4月26日〜4月27日 5月8日 5月12日

学力選抜 5月27日〜5月28日 6月19日 6月23日

社会人特別選抜 10月28日〜10月29日 11月13日 11月17日

推薦選抜 5月6日～5月10日 5月20日 5月28日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 4月23日～4月27日 5月8日 5月14日

学力選抜 5月31日～6月3日 6月12日 6月23日

社会人特別選抜 1月5日～1月7日 1月20日 1月28日

推薦選抜 4月19日～4月23日 5月12日 5月19日

学力選抜（前期）

社会人特別選抜

学力選抜（後期） 9月上旬 11月29日～12月3日 12月15日 12月22日

推薦選抜 5月6日～5月12日 5月19日 5月24日

学力選抜 6月3日～6月9日 6月20日 6月23日

社会人特別選抜 11月22日～11月26日 12月13日 12月16日

推薦選抜 5月10日～5月12日 5月22日 5月28日

学力選抜 6月8日～6月10日 6月26日 7月2日

社会人特別選抜 10月19日～10月21日 11月14日 11月19日

推薦選抜 4月26日～5月7日 5月15日 5月21日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜

社会人特別選抜

学力選抜（前期） 6月7日～6月9日 6月16日 6月24日

学力選抜（後期） 10月25日～10月27日 11月10日 11月18日

推薦選抜 5月18日～5月20日 5月29日 6月3日

学力選抜 6月7日～6月9日 6月19日 6月24日

推薦選抜

学力選抜（前期）

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜 4月19日～4月23日 5月14日 5月27日

学力選抜（前期）
海技士国家試験

（二級筆記以上）
社会人特別選抜

学力選抜（後期） 11月22日～11月26日 12月13日 12月23日

24 鳥羽商船 4月上旬 8月17日～8月20日 8月30日

11月13日 11月18日

22 沼津 4月下旬

23 豊田

5月19日～5月21日

4月上旬

21 岐阜

5月10日～5月12日

4月上旬

5月19日 5月27日

20 長野 4月上旬
5月28日～6月3日 6月19日

18 石川 3月下旬

19 福井 4月上旬

17 富山
4月上旬

6月3日～6月9日 6月23日

16 長岡 3月下旬

15 東京 4月中旬
7月5日～7月7日 7月26日

14 木更津 4月上旬

13 群馬
4月23日～4月27日

3月下旬

5月12日 5月14日

8月3日

6月30日

6月25日

6月5日 6月10日

10月25日～10月27日

9月16日
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No. 学校名 選抜区分
募集要項公

表日
出願期限

選抜期日
※追試験を別

途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜

社会人特別選抜

学力選抜 6月1日～6月4日 6月19日 6月25日

推薦選抜 5月6日～5月11日 書類審査 5月27日

学力選抜（前期・Ａ方式） 5月28日～6月3日

学力選抜（前期・Ｂ方式） 6月7日～6月11日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜

社会人特別推薦

学力選抜 8月23日～8月27日 9月27日 9月30日

推薦選抜

社会人特別推薦

学力選抜（Ａ方式）

学力選抜（Ｂ方式）

社会人選抜 8月23日～8月27日 9月22日 9月29日

推薦選抜

社会人特別選抜

学力選抜 5月27日～6月1日 6月9日 6月17日

推薦選抜 4月28日～5月11日 5月21日 5月28日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 4月27日～ 4月30日 5月15日 5月21日

学力選抜 6月24日～ 6月29日 7月8日 7月21日

社会人特別選抜

ＡＯ選抜

推薦選抜 5月6日～5月12日 5月17日 5月20日

学力選抜（前期） 6月7日～6月11日 6月17日 6月23日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜

学力選抜
（海事システム工学専攻）

社会人特別選抜
（海事システム工学専攻）

学力選抜
（産業システム工学専攻）

社会人特別選抜
（産業システム工学専攻

推薦選抜 4月19日～4月21日 5月7日 5月13日

学力選抜 6月28日～6月30日 7月9日 7月15日

社会人特別選抜 10月18日～10月20日 10月27日 11月5日

推薦選抜 4月15日～4月19日 5月8日 5月13日

学力選抜 5月11日～5月14日 5月22日 5月27日

社会人特別選抜 10月1日～10月4日 10月16日 10月21日

12月17日

31 松江 4月上旬

10月20日～10月22日 11月18日

35 徳山 4月上旬

12月11日

9月7日 9月10日

10月18日～10月21日 11月7日 11月12日

34 呉 3月初旬

32 津山

33 広島商船

8月24日～8月27日

７月上旬

30 米子 4月上旬
11月11日～11月16日

6月12日 6月18日
28 奈良

5月11日～5月14日

4月上旬

5月20日

29 和歌山
5月7日～5月12日

4月上旬
5月21日 5月27日

5月26日

5月31日～6月4日

27 明石
5月17日～5月21日

4月中旬
6月1日 6月4日

26 舞鶴 3月上旬
6月20日 6月24日

10月4日～10月8日 10月17日 10月21日

25 鈴鹿
5月11日～5月14日

4月上旬
5月22日 5月28日

4月下旬

11月22日～11月26日 12月6日 12月10日

11月26日
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No. 学校名 選抜区分
募集要項公

表日
出願期限

選抜期日
※追試験を別

途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜 4月26日～5月6日 5月14日 5月25日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜（前期）

社会人特別選抜（前期）

推薦選抜（中期）

学力選抜（中期）

社会人特別選抜（中期）

学力選抜（後期）

社会人特別選抜（後期）

推薦選抜 4月30日～5月1日 5月16日 5月21日

学力選抜

社会人特別選抜

アドミッション・オフィス選抜 9月29日～10月1日 10月17日 10月22日

推薦選抜 4月12日～4月15日 5月8日 5月13日

学力選抜 5月24日～5月28日 6月12日 6月17日

社会人特別選抜 10月12日～10月15日 11月13日 11月18日

推薦選抜 4月28日～5月7日 5月15日 5月19日

学力選抜（一次） 5月27日～6月2日 6月12日 6月16日

学力選抜（二次） 9月13日 9月16日

社会人特別選抜 9月13日 9月16日

推薦選抜

学力選抜（１回目）

学力選抜（２回目）

社会人特別選抜

推薦選抜 4月27日～4月30日 5月15日 5月17日

学力選抜（前期） 6月1日～6月3日 6月19日 6月21日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜

学力選抜（前期）

学力選抜（後期）

企業等の推薦による社会人選抜

推薦選抜 5月24日～5月27日 書類選考 6月8日

学力選抜（前期） 6月14日～6月17日 6月25日 7月2日

社会人選抜 10月18日～10月21日 書類選考 11月12日

学力選抜（後期） 令和4年度実施なし（9月中旬に実施の有無を決定）

推薦選抜 書類選考

企業等の推薦による社会人選抜 書類選考

学力選抜 6月28日～7月2日 7月22日 7月29日

44 有明
4月中旬

45 北九州
5月24日～5月26日

4月下旬
6月1日

9月3日 9月17日

11月1日

43 久留米

5月24日～5月27日

5月上旬

6月12日 6月18日

10月4日～10月7日 10月16日

42 高知 4月中旬

10月12日～10月14日 10月30日

10月22日

40 新居浜 4月上旬

8月30日～9月3日

41 弓削商船

5月24日～6月4日

5月6日

6月20日

8月10日～8月20日

6月10日

39 香川 4月上旬

38 阿南 4月上旬 5月20日～5月22日 6月4日

8月5日

37 大島商船

5月7日～5月14日

4月上旬

5月22日 5月26日

8月20日～8月25日

36 宇部 4月上旬
6月21日～6月25日 7月14日

9月8日 9月14日

2月18日～2月22日 3月4日 3月10日

6月25日
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No. 学校名 選抜区分
募集要項公

表日
出願期限

選抜期日
※追試験を別

途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜

社会人特別選抜（前期）

学力選抜（前期） 6月7日～6月11日 6月26日 7月1日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜（後期）

推薦選抜 5月10日～5月14日 5月21日 5月28日

学力選抜

社会人特別選抜

推薦選抜 5月10日～5月12日 5月22日 5月27日

学力選抜 6月7日～6月9日 6月26日 7月1日

社会人特別選抜 12月1日～12月3日 12月18日 12月23日

推薦選抜 4月26日～5月7日 5月15日 6月4日

学力選抜（前期） 6月7日～6月11日 6月19日 7月2日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜 4月13日～4月16日 5月8日 5月18日

学力選抜（前期） 5月25日～5月28日 6月19日 6月29日

学力選抜（後期）

社会人特別選抜

推薦選抜 4月26日～5月7日 5月15日 5月21日

学力選抜 5月24日～5月28日 6月12日 6月18日

社会人特別選抜 10月18日～10月22日 11月13日 11月19日

49 都城 4月上旬

8月16日～8月20日

51 沖縄 4月上旬

9月3日 9月24日

50 鹿児島 4月上旬

10月12日～10月15日 11月6日 11月16日

47 熊本 4月中旬
5月31日～6月4日 6月18日 6月25日

48 大分 4月上旬

46 佐世保

5月6日～5月12日

4月上旬

5月22日 5月26日

11月20日 11月25日10月25日～11月1日
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（別紙１－３）

○令和4年度入学者選抜日程等（編入学）
※１２月以前の月は令和３年、１月以降の月は令和４年
※令和3年6月時点での予定であるため、一部変更されている可能性があります。

No. 学校名 選抜区分
募集要項
公表日

出願期限
選抜期日

※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

01 函館 学力選抜 7月下旬 9月21日～10月6日 11月5日 11月22日

02 苫小牧 学力選抜 4月下旬 7月16日～7月21日 8月23日 9月2日

03 釧路 学力選抜 7月下旬 8月16日～8月27日 9月17日 10月1日

04 旭川 学力選抜 4月上旬 6月28日～7月2日 7月17日 7月30日

推薦選抜

社会人特別選抜

学力選抜

社会人特別選抜

07 仙台 学力選抜 3月下旬 8月17日～8月20日 9月16日 10月4日

09 鶴岡 推薦選抜 6月下旬 7月26日～7月30日 8月25日 8月30日

10 福島
編入学者選抜

(各学科により異なる)
6月上旬 8月2日～8月4日 9月7日 9月10日

11 茨城 学力選抜 6月中旬 8月3日～8月5日 9月2日 9月10日

12 小山 学力選抜 7月下旬 10月20日～10月22日 11月6日 11月12日

13 群馬 学力選抜 6月上旬 6月28日～7月1日 8月25日 8月30日

学力選抜

推薦選抜

15 東京 学力選抜 6月下旬 6月28日～7月9日 7月26日 8月3日

学力選抜 11月2日～11月5日

帰国生徒特別選抜 10月18日～11月5日

17 富山 学力選抜 6月中旬 8月4日～8月6日 8月27日 9月3日

18 石川 学力選抜 6月上旬 7月16日～7月21日 8月27日 9月1日

19 福井 学力選抜 6月上旬 8月23日～8月25日 9月11日 9月17日

20 長野 学力選抜 6月下旬 7月28日～7月30日 8月31日 9月6日

22 沼津 学力選抜 7月下旬 10月26日～10月28日 11月13日 11月18日

23 豊田 学力選抜 4月中旬 7月19日～7月21日 8月24日 9月3日

24 鳥羽商船 学力選抜 4月下旬 6月28日～7月2日 7月19日 7月30日

26 舞鶴 学力選抜 5月上旬 6月7日～6月11日 6月19日 6月24日

27 明石 学力選抜 4月中旬 6月28日～7月2日 7月28日 8月2日

28 奈良 学力選抜 5月上旬 5月17日～5月21日 5月30日 6月2日

29 和歌山 推薦選抜 4月下旬 7月6日～7月9日 7月26日 7月30日

30 米子 学力選抜 6月中旬 8月17日～8月20日 9月2日 9月8日

31 松江 学力選抜 7～8月頃 10月4日～10月6日 10月29日 11月5日

32 津山 学力選抜 6月下旬 8月17日～8月20日 9月1日 9月7日

8月上旬 11月22日 11月26日

5月上旬 10月28日〜10月29日 11月13日 11月17日

7月上旬 8月24日～8月27日

6月中旬 7月6日～7月9日 9月2日 9月8日

10月15日

06 一関

05 八戸 10月1日

14 木更津

16 長岡
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No. 学校名 選抜区分
募集要項
公表日

出願期限
選抜期日

※追試験を
別途実施

合格（内
定）

発表日

推薦選抜

学力選抜

34 呉 学力選抜 4月中旬 7月19日～7月21日 7月28日 8月4日

35 徳山 学力選抜 6月中旬 7月6日～7月9日 8月3日 8月6日

36 宇部 推薦選抜 5月中旬 6月11日～6月18日 7月8日 7月15日

38 阿南 学力選抜 6月上旬 10月19日～10月21日 11月14日 11月30日

39 香川 学力選抜 6月上旬 6月30日～7月2日 9月6日 9月13日

40 新居浜 学力選抜 7月下旬 9月17日～9月24日 10月10日 10月13日

41 弓削商船 学力選抜 6月中旬 7月21日～7月27日 8月20日 8月31日

42 高知 学力選抜 7月上旬 10月12日～10月14日 10月30日 11月1日

43 久留米 学力選抜 7月下旬 11月8日～11月11日 11月27日 12月3日

推薦選抜 7月5日～7月8日 7月20日 7月28日

学力選抜 8月2日～8月5日 8月17日 8月25日

45 北九州 学力選抜 6月中旬 7月5日～7月9日 9月11日 9月22日

推薦選抜 7月12日～7月16日 7月31日 8月16日

学力選抜 11月17日～11月24日 12月4日 12月17日

47 熊本 学力選抜 5月下旬 6月28日～7月2日 7月21日 7月30日

48 大分 学力選抜 9月上旬 11月2日～11月5日 11月13日 11月19日

49 都城 学力選抜 7月上旬 7月28日～8月3日 8月21日 8月30日

50 鹿児島 学力選抜 6月上旬 7月5日～7月8日 7月24日 8月4日

51 沖縄 学力選抜 6月下旬 9月6日～9月10日 10月9日 10月15日

46 佐世保 6月上旬

33 広島商船

44 有明 6月中旬

10月7日9月30日7月上旬 9月13日～9月16日
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